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３年度決算

一般会計・特別会計

公営企業会計

会計区分 歳　入　額 歳　出　額 翌年度へ
繰り越すべき財源 実質収支額 基金繰入額 採決の結果

一 般 123億9572万円 120億4108万円     2350万円 3億3113万円 1億7000万円 全員賛成
国民健康保険 27億1694万円 26億9485万円    0円 2209万円 1110万円 全員賛成
後期高齢者医療 3億 594万円 3億 500万円 0円 93万円 0円 全員賛成
介 護 保 険 26億2559万円 25億5982万円 0円 6577万円 3300万円 全員賛成

会　　　計　　　名 収　入　額 支　出　額 差　引　額 採決の結果

水 道 事 業
収益的収支（税抜） 7億6715万円 7億2327万円 � 4388万円

全員賛成
資� 本� 的� 収� 支 1億 578万円 3億4348万円 △�2億3770万円

病 院 事 業
収益的収支（税抜） 7億5839万円 7億 649万円 � 5190万円

全員賛成
資� 本� 的� 収� 支 6762万円 1億 988万円 △� 4226万円

下 水 道 事 業
収益的収支（税抜） 9億 690万円 8億8381万円 � 2309万円

全員賛成
資� 本� 的� 収� 支 12億2432万円 13億3940万円 △�1億1508万円

執
行
の
概
要
を
問
う
総
括
質
疑

会計別の決算状況

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

問　
都
市
計
画
税
の
使
途
は

地
方
債
の
償
還
金
な
ど
に
充

て
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

今
後
都
市
計
画
事
業
に
向
け

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
都
市
計
画
事
業
に
関
係

す
る
地
方
債
の
償
還
金
と
公

共
下
水
道
の
負
担
金
・
補
助

金
と
し
て
充
当
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
も
公
共
下
水

道
事
業
と
駅
東
地
区
開
発
の

た
め
に
借
入
れ
た
償
還
金
に

充
て
て
行
き
た
い
。

問　
都
市
計
画
税
は
目
的
税

な
の
に
、
余
剰
金
４
０
６
万

円
を
な
ぜ
一
般
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
の
か
。

答　
都
市
計
画
事
業
を
行
っ

て
い
る
の
は
公
共
下
水
道
事

業
の
み
な
の
で
、
余
剰
金
は

い
っ
た
ん
財
政
調
整
基
金
に

積
ん
で
お
き
、
来
年
度
以
降

都
市
計
画
事
業
に
充
当
す
る

考
え
で
あ
る
。

総
合
計
画
の
内
容
は

問　
第
２
次
美
里
町
総
合
計

画
総
合
戦
略
に
つ
い
て
基
本

計
画
の
政
策
や
施
策
で
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

答　
総
合
計
画
は
分
野
ご
と

に
５
つ
の
章
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
基
本
的
な
章
立
て
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
関
連
事
業
総
額
は

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
関

連
対
策
と
し
て
国
・
県
な
ど

か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
は

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

は
い
く
ら
か
。

答　
歳
入
総
額
は
11
億
６
４

３
６
万
円
で
、
主
な
も
の
は

子
育
て
世
帯
と
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
給
付
補
助
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
交
付
金
な
ど
で
あ
る
。

歳
出
総
額
は
11
億
４
８
５
５

万
円
で
、
子
育
て
世
帯
と
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付

金
合
わ
せ
て
５
億
４
１
８
２

万
円
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
費
２
億
２
３
０
９
万

円
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

コロナの影響続く
一般会計歳出 120億4108万円

決算審査特別委員会で審査
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100％

町　　　　税

地方交付税

町　　　　債
国・県支出金

そ の 他

合　　計

6.0％

13.8％

23.2％

36.2％

20.8％

令和３年度

100％

7.2％

12.9％

33.5％

28.9％

17.5％

令和２年度

25億7582万円

44億9036万円

7億4587万円

28億7504万円

17億　863万円

123億9572万円

25億6995万円

42億5420万円

10億5439万円

49億1858万円

19億　245万円

146億9957万円100％

9.8％

13.6％

17.3％

36.4％

22.9％

令和元年度

26億　255万円

41億3641万円

11億1915万円

19億5873万円

15億4727万円

113億6411万円

一般会計　歳入の推移

３年度決算をチェック 予算はどのように使われたか

漏水事故や災害など断水時の給水体制を確保するた
め、給水タンクにポンプ設備を備える圧送式の給水
車を購入しました。

車両及び運搬具購入費
� 1303万円

新中学校整備推進事業
� １億3348万円

新中学校の建設予定地の地質調査などを実施し、建
設地を決定し土地の取得を行いました。

住民の憩いの場、健康維持の場として利用されるよ
う利用状況や施設状況を把握し、適切に管理、整備
を行いました。

公園施設管理事業
� 7347万円

担い手への農地集積、農業生産の効率化及び農業競
争力の強化を促進するため、県が実施する出来川左
岸上流地区の事業費の一部を負担しました。

県営ほ場整備事業
� 4028万円
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　監査委員による審査は６月28日から７月23日まで
の間に10日間行われました。
【審査の結果】
　新型コロナウイルス感染防止対策に施策を講じ、事
務量を増やさなければならない状況の中で、各課、各
部署においては、本来の業務を適切に執行されていた
と認められる。
　決算審査したところ、このような状況の中において
取り組まれた予算を、効率的かつ適切に執行されたと
認められ、第１から第５までの記載事項のとおり審査
した限りにおいて、決算その他関係書類が法令に適合
し、かつ正確であると認められる。

決算審査
意 見 書

■町税や使用料などの収納状況

■借り入れ現在高

項　　　　目 収入済額        収入率 不納欠損額 収入未済額

町 税

町  民  税 10億5755万円 97.7% 134万円 2377万円

固 定 資 産 税 11億5378万円 96.0% 312万円 4459万円

軽 自 動 車 税 8172万円 96.1% 26万円 310万円

都 市 計 画 税 9526万円 96.2% 17万円 362万円

国 民 健 康 保 険 税 4億5496万円 87.8% 745万円 5563万円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 2億2554万円 98.8% 5万円 258万円

介　 護 　 保 　 険 　 料 5億7618万円 98.4% 107万円 834万円

保 育 所 使 用 料 1370万円 98.0% − 28万円

町 営 住 宅 使 用 料 6604万円 90.6% − 688万円

幼 稚 園 使 用 料 15万円 27.1% − 39万円

一 般 会 計 105億3052万円

水 道 事 業 会 計 31億1869万円

病 院 事 業 会 計 2億4954万円

下 水 道 事 業 会 計 74億5482万円

（債務負担行為は含まない）

※収入率は小数点第２位以下を四捨五入している。

石澤代表監査委員の監査報告

に執行された
決算を分析
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財 政 調 整 基 金 16億6833万円

合 併 振 興 基 金 7億 658万円

福 祉 基 金 　9200万円

減 債 基 金 2億3697万円

公 共 施 設 整 備 基 金 4億7943万円

そ の 他 目 的 基 金 3億9879万円

国保事業財政調整基金ほか 8億 278万円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 5億1713万円

基金合計 49億 201万円

■基金（４年３月31日現在）〔土地・債券等を除く〕 ■資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に
対する比率。早期健全化基準は20％だが、資
金不足額はない。

■財政分析主要指数の推移（一般会計）
年度

区分 ２年度 ３年度 前年度
対増減

ア　財 政 力 指 数 0.427 0.416 △ 0.011

イ　実 質 収 支 比 率 2.8％ 4.4％  1.6％ 

ウ　経 常 収 支 比 率 89.6％ 84.6％ △ 5.0％

エ　実質公債費比率 7.5％ 6.7％ △ 0.8％

オ　将 来 負 担 比 率 26.5％ 14.1％ △ 12.4％

※標準財政規模とは…
標準的な行政活動に必要な経常的一般財源の規模。

ア　財政力指数
財政力を判断する指標として用いられ、過
去３年間の平均値を使用する。この指数が
１に近いほど財源に余裕があるとされる。

イ　実質収支比率
※標準財政規模に対する実質収支の割合で
ある。正数の割合が大きいほど健全な収支
といえる。

ウ　経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する指標として用
いられ、数値が高いほど、投資及び臨時経
費に充てることのできる財源に余裕がなく、
財政が硬直化していることを示す。

エ　実質公債費比率
公債費による財政負担の状況（資金繰りの程
度）を示す指標であり、過去３年間の平均値を
使用する。地方債発行の同意基準として用い
られる。この比率が小さいほど、財政負担は
軽いといえる。

オ　将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な債務
の標準財政規模に対する割合である。この
比率が高い場合は、将来の財政負担が大き
いとされ、今後の財政運営が圧迫される可
能性があることを示す。

会計の名称 ３年度
水 道 事 業 会 計

資金不足額
なし

病 院 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

財政の健全化判断比率
健全化判断比率、その算定の基
礎となる事項を記載した書類が
ともに法令に適合し、かつ正確
であると認められる。

効率的かつ適切
３年度の
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特別委員会

７議案を認定可決
３年度決算

　
３
年
度
決
算
７
議
案
は
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
審
査
が
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
決
算
内
容
を

精
査
す
る
た
め
、
２
つ
の
分
科
会

を
設
置
し
、
担
当
課
へ
の
聞
き
取

り
や
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
16
日
に
行
わ
れ
た

連
合
審
査
で
は
、
２
人
の
委
員
が

11
項
目
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
の
審
査
報
告
を
も

と
に
、
決
算
７
議
案
に
つ
い
て
す

べ
て
認
定
す
べ
き
と
の
審
査
報

告
書
を
、
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

柳
田
政
喜

審査報告書の特別委員会の意見は次のとおりです。
１　歳入について、新型コロナウイルス感染症の影響が懸念されるが、町税等の収納向上

に努められたい。収入未済額の解消に向け、なお一層対策を強化されたい。
２　総務費について、①持続可能な社会を目指した人づくり、地域づくり、まちづくりに

努められたい。②将来を見据えた施設等の適正管理に努められたい。
３　民生費について、安全・安心な放課後児童クラブの運営を図られたい。
４　衛生費について、空き家等対策の強化を図られたい。
５　農林水産業費について、①農商工連携により商品開発、ブランド化、販路の確保を図り、

農業の活性化を推進されたい。②担い手の育成、支援になお一層努められたい。
６　商工費について、新規事業者及び既存事業所の支援になお一層努められたい。
７　土木費について、町道等の整備・維持管理について、引き続き努力されたい。
８　消防費について、消防団、自主防災組織及び関係団体と連携し、総合防災対策の充実

を図られたい。
９　教育費について、①学力向上に努められたい。②学校給食事業について、関係機関と

の連携強化を図られたい。
10　後期高齢者医療特別会計について、住民の健康増進に向け、健康保持増進事業の充実

を図られたい。
11　水道事業会計について、有収率の向上に努められたい。
12　病院事業会計について、医師、看護師の確保になお一層努められたい。
13　下水道事業会計について、①公共下水道の整備促進を図り、水洗化率の向上に努めら

れたい。②下水道施設の計画的な維持管理に努められたい。
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決
算
の
詳
細
を
問
う

連
合
審
査

問　
指
定
管
理
者
制
度
運
用

指
針
に
よ
る
検
証
体
制
を
構

築
し
た
と
あ
る
が
詳
細
は
。

答　
四
半
期
ご
と
に
管
理
事

業
の
実
施
状
況
、
施
設
の
利

用
実
績
、
料
金
収
納
の
実
績
、

利
用
者
か
ら
の
苦
情
要
望
の

処
理
状
況
な
ど
に
つ
い
て
指

町
と
指
定
管
理
者
が

�

課
題
を
共
有

定
管
理
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

書
類
を
基
に
所
管
課
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
毎
年
度
終
了

後
町
と
指
定
管
理
者
が
共
有

し
課
題
解
決
に
向
け
た
改
善

を
行
っ
て
い
る
。

問　
総
合
計
画
推
進
事
業
に

お
い
て
、
政
策
実
現
に
向
け

た
取
組
状
況
把
握
と
今
後
の

協
議
内
容
は
。

答　
各
施
策
が
計
画
に
基
づ

き
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
内

容
見
直
し
の
必
要
性
、
予
算

の
費
用
対
効
果
や
総
合
計
画

と
の
整
合
性
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
る
。

町
花
普
及
事
業
の

�

効
果
は

問　
３
年
度
事
業
の
詳
細
は
。

答　
町
内
３
か
所
に
植
樹
さ

れ
て
い
る
バ
ラ
の
維
持
管
理

と
仙
台
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
師
を
招
き
バ
ラ
の
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し

た
。

問　
植
樹
と
維
持
管
理
を
行

な
っ
て
い
る
が
美
し
い
景
観

の
形
成
に
至
っ
て
い
る
か
。

答　
業
者
に
業
務
を
委
託
し

て
剪
定
・
誘
引
な
ど
の
作
業

を
行
い
美
し
い
景
観
の
形
成

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

ガーデニング教室でのバラの植樹

県外で美里町物産品をPR

問　
栽
培
管
理
手
法
を
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
手
段
と
し
て
事

業
展
開
や
拡
充
の
検
討
は
。

答　
今
後
、
バ
ラ
の
育
成
だ

け
で
は
な
く
、
バ
ラ
の
活
用

や
普
及
に
つ
い
て
も
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
と
と
も

に
考
え
て
い
く
。

問　
心
の
相
談
体
制
の
整
備

で
外
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相

談
件
数
と
効
果
は
。

答　
相
談
を
年
４
回
開
催
し

延
べ
６
人
が
相
談
し
て
い
る
。

効
果
は
職
員
の
心
と
体
の
健

康
管
理
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
に
町
の
対
策
は
。

答　
ハ
イ
リ
ス
ク
と
な
っ
た

職
員
本
人
が
希
望
し
た
場
合

に
精
神
科
の
医
師
に
よ
る
面

談
を
実
施
し
て
い
る
。

職
員
の
福
利
厚
生
は

観
光
物
産
事
業
の

�

成
果
は

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
催
事
出

店
の
効
果
は
。

答　
県
内
出
店
10
件
、
県
外

出
店
２
件
を
実
施
。
個
々
で

は
対
応
が
難
し
い
事
業
所
な

ど
の
出
店
機
会
の
創
出
が
図

ら
れ
、
美
里
町
及
び
町
内
産

品
の
Ｐ
Ｒ
や
認
知
度
の
向
上

が
図
ら
れ
る
な
ど
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
。

問　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
枚
数
と
配
布
先
は
。

答　
鳴
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
中
心
に
周
遊
動
画

１
本
、
マ
ッ
プ
２
０
０
０
部

を
作
製
、
町
内
の
主
要
な
個

所
に
設
置
す
る
と
と
も
に
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。
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詳細を審査
総
務
、
産
業

建
設　
分
科
会

現地調査（福ヶ袋集会所）

現地調査（整備された鹿嶋苗代江線）

分科会審査内容

　

一
般
会
計
歳
入
は
予
算
現

額
１
２
６
億
６
３
７
万
円
に

対
し
、
収
入
済
額
１
２
３
億

９
５
７
２
万
円
で
収
入
率
は

未
納
、
滞
納
解
消
に

�

努
め
ら
れ
た
い

98
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

調
定
額
に
対
す
る
収
入
率
は

97
・
７
％
で
前
年
度
98
・
１

％
に
比
較
し
て
０
・
４
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

　

町
税
は
調
定
額
に
対
す
る

収
入
率
は
97
・
０
％
で
前
年

　

適
正
な
道
路
整
備
な
ど
は

計
画
的
、
継
続
的
に
進
め
、

排
水
路
の
適
正
な
管
理
を
行

う
こ
と
。
繰
越
工
事
や
計
画

値
を
下
回
る
事
業
が
多
い
こ

と
か
ら
引
き
続
き
努
力
す
る

よ
う
意
見
と
し
た
。

町
道
な
ど
の
維
持
管
理
は

引
き
続
き
努
力
さ
れ
た
い

度
96
・
７
％
よ
り
も
０
・
３

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
の
利
用
件
数
増
が
収
納
率

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
確
認
で
き
た
。

　

法
人
町
民
税
は
前
年
度
よ

り
６
・
21
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

っ
て
い
る
が
、
個
人
町
民
税

は
前
年
度
よ
り
０
・
45
％
減

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
意

見
と
し
た
。

農
商
工
連
携
に
よ
り

�

農
業
の
活
性
化
を

　

令
和
元
年
度
よ
り
小
麦
新

品
種
「
夏
黄
金
」
の
生
産
を

開
始
し
、
３
年
度
に
お
い
て
、

加
工
体
制
の
構
築
及
び
商
品

造
成
の
実
施
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
小
売
店
で
の
販
売
、
学
校

給
食
へ
の
提
供
が
開
始
さ
れ
、

地
元
産
品
の
付
加
価
値
創
出

促
進
に
拍
車
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
生
産
者
、
販
売

事
業
者
な
ど
へ
の
活
性
化
に

繋
が
る
も
の
と
更
な
る
推
進

を
期
待
す
る
と
し
た
。

　

今
後
、
下
水
道
使
用
料
の

見
直
し
に
よ
り
利
用
者
負
担

増
加
に
進
む
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
効
率

化
に
努
め
、
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
図
ら
れ
る
よ
う
求
め

た
。

公
共
下
水
道
の
整
備
促
進
を

�

図
り
、
水
洗
化
率
向
上
を
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安
全
・
安
心
な
放
課
後

�

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

　

事
件
・
事
故
の
際
の
対
応

も
考
え
、
児
童
が
安
全
に
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
正

規
職
員
の
配
置
・
検
討
を
含

め
、
安
全
・
安
心
な
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行
う

よ
う
意
見
と
し
た
。

空
き
家
等
対
策
の
強
化
を

　

空
き
家
等
対
策
は
、
助
言

や
指
導
に
応
じ
な
い
原
因
究

明
を
行
い
、
根
本
的
な
改
善

を
行
う
こ
と
と
条
例
に
基
づ

き
勧
告
、
命
令
、
公
表
ま
で

の
基
準
を
決
め
対
処
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
防
犯
対
策

の
強
化
を
図
る
よ
う
引
き
続

き
求
め
た
。

学
力
向
上
に

�

努
め
ら
れ
た
い

　

成
果
を
上
げ
て
い
る
他
自

治
体
の
情
報
収
集
は
行
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
他
市
町

村
の
分
析
と
今
後
の
方
策
を

求
め
、
学
力
向
上
に
努
め
る

教
育
、
民
生　

分
科
会

現地調査（不動堂放課後児童クラブ予定地）

現地調査（柿ノ木平配水地入口道路）

収
入
未
済
額
解
消
の

�

対
策
強
化
を

　

未
納
者
に
対
し
て
は
公
平

公
正
を
期
す
る
べ
く
、
今
後

と
も
根
気
強
く
対
応
い
た
だ

き
、
意
図
的
に
納
付
を
し
な

い
方
に
関
し
て
も
各
課
連
携

の
も
と
収
入
未
済
額
の
解
消

に
向
け
、
な
お
一
層
の
対
策

強
化
を
求
め
意
見
と
し
た
。

よ
う
意
見
と
し
た
。

学
校
給
食
事
業
は

関
係
機
関
と
連
携
強
化
を

　

給
食
提
供
の
環
境
や
調
理

が
変
わ
っ
て
も
、
給
食
を
残

さ
な
い
よ
う
な
味
や
メ
ニ
ュ

ー
の
工
夫
、
栄
養
や
カ
ロ
リ

ー
も
考
え
な
が
ら
今
後
の
給

食
に
反
映
し
、
学
校
給
食
事

業
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
ら
れ
る
よ

う
意
見
と
し
た
。

健
康
増
進
に
向
け
、
健
康

保
持
増
進
事
業
の
充
実
を

　

３
年
度
よ
り
、
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施
事
業
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。
フ
レ
イ

ル
予
防
を
行
い
、
健
康
で
長

生
き
で
き
る
よ
う
住
民
の
健

康
増
進
に
向
け
、
健
康
保
持

増
進
事
業
の
充
実
を
求
め
た
。

有
収
率
の
向
上
に

�

努
め
ら
れ
た
い

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

有
収
率
低
下
の
要
因
を
把
握

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漏

水
防
止
対
策
の
強
化
も
含
め
、

有
収
率
の
向
上
に
努
め
る
よ

う
意
見
と
し
た
。

医
師
、
看
護
師
の

�

確
保
を

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
安
定
し
た
医
療
体

制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
医
師
、
看
護
師
の
確
保
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
意
見
と
し

た
。
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感染症患　者の病床確保
４年度
補正予算

水没した鳥谷坂のポンプ小屋

解体後の跡地利用が期待さ
れる旧みなみ幼稚園

　
９
月
会
議
が
９
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
人
18
項
目
を
質
問
、
議
案
の
審
議
で

は
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
３
年
度
決
算
認
定
な
ど
19
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
の
可
決
や
、
豪
雨
災

害
特
別
委
員
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

（
要
旨
）　
３
億
６
１
５
６
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
１
５
億
２
２
８
万
円

と
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

旧
み
な
み
幼
稚
園

�

解
体
後
は

問　
除
却
工
事
請
負
費
３
２

３
５
万
円
の
内
容
は
。

答　
旧
み
な
み
幼
稚
園
解
体

撤
去
工
事
請
負
費
２
３
８
３

万
円
、
駅
前
地
区
セ
ン
タ
ー

解
体
撤
去
工
事
請
負
費
８
５

２
万
円
で
あ
る
。

問　
旧
み
な
み
幼
稚
園
解
体

撤
去
工
事
の
期
間
、
解
体
後

の
活
用
は
。

答　

10
月
に
契
約
を
行
い
、

５
年
２
月
の
完
了
予
定
で
あ

り
、
隣
接
す
る
二
郷
第
一
住

宅
と
併
せ
定
住
事
業
と
し
て

検
討
し
た
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
の

�

備
品
準
備

問　
不
動
堂
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
運
営
事
業
の
施
設
用
備

品
購
入
費
５
３
０
万
円
の
内

容
は
。

答　
５
年
４
月
か
ら
供
用
開

始
予
定
の
児
童
ク
ラ
ブ
室
で

使
用
す
る
テ
ー
ブ
ル
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
兼
用
の
電
話
機
、
液

晶
テ
レ
ビ
、
職
員
用
ロ
ッ
カ

ー
な
ど
を
購
入
す
る
。

給
食
費
の

�

物
価
高
騰
対
策
は

問　
給
食
費
の
賄
材
料
費
の

内
容
は
。

答　
物
価
高
騰
に
伴
う
学
校

給
食
な
ど
の
保
護
者
負
担
軽

減
を
行
う
。
幼
稚
園
と
小
学

校
給
食
費
一
食
あ
た
り
物
価

高
騰
の
22
円
分
を
、
中
学
校

給
食
費
一
食
あ
た
り
31
円
分
、

総
額
７
４
５
万
円
を
補
正
す

る
。

劣
化
し
た
遊
具
撤
去

問　
福
ケ
袋
運
動
公
園
な
ど

遊
具
撤
去
の
３
０
２
万
円
の

内
容
は
。

答　
複
合
遊
具
、
４
連
ブ
ラ

ン
コ
、
３
連
低
鉄
棒
、
ダ
ブ

ル
シ
ー
ソ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
エ

ー
な
ど
が
劣
化
し
て
お
り
修

繕
が
難
し
い
状
況
の
た
め
撤

去
工
事
を
行
う
。

電
気
料
金
の
補
正
内
容
は

問　
本
庁
舎
、
東
庁
舎
、
南

郷
庁
舎
施
設
の
電
気
料
３
１

０
万
円
の
内
容
、
昨
年
比
は
。

答　
現
在
の
電
気
料
金
の
高

騰
傾
向
か
ら
積
算
し
て
お
り
、

３
年
実
績
額
の
お
よ
そ
１
２

０
％
程
度
上
昇
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

臨
時
特
別
給
付
金
の
追
加

問　
住
民
税
非
課
税
世
帯
な

ど
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
、
対
象
者
は
何
世
帯
で
１

世
帯
い
く
ら
な
の
か
。

答　
１
５
２
世
帯
分
追
加
で
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
の
支

給
で
あ
る
。

水
没
し
た
ポ
ン
プ
車
購
入

問　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
の
４
４
0
万
円
の
内
容
は
。

答　

７
月
の
大
雨
災
害
時
、

鳥
谷
坂
地
内
の
消
防
団
第
７

分
団
第
５
班
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
積
載
車
１
台
が
水
没
し

故
障
し
た
た
め
購
入
す
る
。

　

納
車
予
定
時
期
は
、
５
年

３
月
で
あ
る
。
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感染症患　者の病床確保南郷病院
《主な歳出》
•旧みなみ幼稚園解体撤去工事請負費
　  2383万円
•駅前地区センター解体撤去工事請負費
　  853万円
•物価高騰対策生活応援商品券発行業務
　委託料　  9777万円
•不動堂放課後児童クラブ施設用備品
　購入費　  530万円
•予防接種業務及びワクチン接種体制
　整備業務委託料　  7688万円
•新型コロナウイルス感染症対応中小企業
　経営安定支援金　  746万円
•道路改良工事請負費　  900万円
•福ケ袋運動公園等遊具撤去業務委託料
　  302万円
•南郷学校給食センター、小学校、中学校給食
　賄材料費　  745万円
•小型動力ポンプ積載車購入費　  440万円

《主な歳入》
•新型コロナウイルス感染症対応
　地方創生臨時交付金　  １億 884万円
• 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

費補助金及び接種事業費補助金　  8779万円
•練牛住宅団地分譲地売払収入　  99万円

安心して治療を受けられる体制に

病
院
事
業
会
計

（
要
旨
）　
事
業
収
益
に
５
４

６
８
万
円
追
加
し
、
事
業
収

益
合
計
を
７
億
５
７
６
８
万

円
と
し
ま
し
た
。
事
業
費
用

に
６
６
０
万
円
追
加
し
、
事

業
費
用
合
計
を
７
億
５
４
６

３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
入
、
資
本
的
費

用
に
そ
れ
ぞ
れ
５
３
７
万
円

追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
病
床
を
２
床
確
保

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

水
道
事
業
会
計

（
要
旨
）　
資
本
的
支
出
に
４

９
８
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
低
水
圧
対
策
の

た
め
加
圧
給
水
ポ
ン
プ
を
設

置
す
る
た
め
の
費
用
で
、
こ

れ
に
よ
り
、
資
本
的
支
出
合

計
を
４
億
７
８
９
万
円
と
し

ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

水
圧
不
足
に
よ
り

�

受
水
槽
を
設
置

問　
給
水
設
備
費
工
事
請
負

費
４
９
８
万
円
の
内
容
は
。

答　
桜
木
行
政
区
内
で
分
譲
、

宅
地
売
買
さ
れ
て
い
る
高
台

の
６
軒
が
水
圧
不
足
に
な
り
、

小
さ
な
受
水
槽
を
設
置
す
る
。

質
疑

感
染
症
患
者
の

�

病
床
確
保

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
受
入
れ
内
容

は
。

答　
県
か
ら
の
受
入
れ
要
請

に
伴
う
支
援
策
な
ど
が
あ
り
、

受
け
入
れ
準
備
の
た
め
、
陰

圧
装
置
な
ど
を
購
入
す
る
。
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９月会議

職員の処遇改善のため
� 条例改正

地域に欠かせない南郷病院

　

町
長
が
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
法
務
大

臣
に
推
薦
し
ま
す
。

　

任
期
は
７
年
12
月
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

伊
藤　
八
重
子�

氏 

（
素
山
町
）

岩
渕　
　
　
薫�

氏 

（
桜
木
町
）

人
事
案
件

感
染
症
対
応
職
員
に

�

特
殊
勤
務
手
当
を

（
要
旨
）　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
患
者
又
は
そ

の
疑
い
の
あ
る
者
に
接
し
て

行
う
診
療
又
は
看
護
、
患
者

な
ど
に
係
る
検
体
採
取
又
は

検
査
、
そ
の
他
町
長
が
こ
れ

に
準
ず
る
と
認
め
る
作
業
に

従
事
す
る
職
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
、
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
を
改
正

し
、
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給

す
る
特
例
を
定
め
る
も
の
で

す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

非
常
勤
職
員
も
育
児
が

�

し
や
す
い
環
境
に

（
要
旨
）　
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
及

び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
、

育
児
ま
た
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る

法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
４
年

５
月
２
日
に
公
布
さ
れ
、
４

年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

12 美里町議会だより
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■提出先
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
農林水産大臣

（９月22日）提出者　山　岸　三　男　
　賛成全員（可決）

意見書
国へ提出しました

収穫が進む圃場

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に加え、最近の肥料・飼料・燃油の
高騰等により、農業の生産現場では多くの生産者が厳しい経営状況に苦しんでいま
す。特に、今後見込まれる肥料価格の水準は、生産者の経営努力で克服できる限界
を超え、ウクライナ情勢等が加わったことで、そのリスクはさらに深刻化・長期化
する懸念があります。
　このままでは、農家経営が存続の危機に陥り、農業の生産基盤および食料の安定
供給に支障をきたす恐れがあることに加え、将来を見据えた食料安全保障の観点か
らも生産価格高騰に対する支援が急務であります。
　生産現場がおかれているこの厳しい状況を打開し、地域農業の維持・発展のため、
下記事項の方策を講じることを求めます。

記

１　�食料安全保障の強化の観点から、生産資材全般の安定供給の確保と価格の安定
化に向けて、備蓄も組み合わせた供給体制の確立と万全な予算確保を講じること。

２　�今般発出された肥料高騰対策については、急激な価格高騰に対応しうる十分な
予算規模と生産者が活用しやすい運用とすること。

３　国産農畜産物の再生産への適切な価格形成に向けた仕組みを構築すること。

農業用生産資材価格高騰への
� 対策を求める意見書
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調
査
の
概
要

　

４
年
７
月
15
日
か
ら
降
り

始
め
た
記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
町
内
に
お
い
て
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

４
年
７
月
23
日
に
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。
現
地
調
査
は
、

被
害
が
特
に
甚
大
で
あ
っ
た

北
浦
姥
ヶ
沢
地
域
、
中
埣
美

女
川
周
辺
地
域
、
鳥
谷
坂
周

辺
地
域
で
実
施
し
た
。

被
災
状
況

　

今
回
の
大
雨
に
よ
る
被
災

の
状
況
は
、
４
年
８
月
15
日

現
在
、
床
上
浸
水
11
件
、
床

下
浸
水
21
件
、
冠
水
・
浸
水

農
地
の
面
積
は
７
５
３
・
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

現
地
調
査
箇
所

１　

北
浦
姥
ヶ
沢
地
域

２　

中
埣
美
女
川
周
辺
地
域

３　

鳥
谷
坂
周
辺
地
域

ま
と
め

　

今
回
の
大
雨
に
よ
り
町
内

各
所
に
お
い
て
大
き
な
被
害

が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
に
お

け
る
災
害
へ
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
城
県

に
対
し
て
議
長
を
通
し
て
要

望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
す

る
。

令
和
４
年
７
月
に
発
生
し
た

大
雨
の
災
害
調
査
報
告
書

浸水により搬出された家財（姥ヶ沢地域） 浸水により停止した雨水ポンプ施設（姥ヶ沢地域）

一部越水した美女川（中埣３区） 床下浸水に遭った住宅地（平針３区）

豪雨災害
特別委員会委員会を設置

14 美里町議会だより
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水没した名鰭地区の排水作業

令和４年７月

決壊した出来川堤防（鳥谷坂地区）

４年10月24日
宮城県知事に議長及び副議長が
要望書を提出してきました。

　令和４年７月に発生した大雨により、出来川堤防の決壊や田尻川、美女川の越水によ
り本町では、住宅の床上・床下浸水及び多くの農地の冠水被害を受けました。
　度重なる地震発生による河川堤体の脆弱化、さらには近年多発するゲリラ豪雨や線状
降水帯豪雨などによる災害が懸念され、地域住民は大変な不安を抱いている状況にあり
ます。特に今般の出来川堤防が決壊したことや名鰭越流堤が十分機能しなかったことに
ついては住民から不安と不信の声が多く寄せられております。
　つきましては、安心・安全な町づくりと町民の生命財産を守るため、下記の事項につ
いて格別なる御高配を賜りたく、要望申し上げます。

記

１　出来川堤防決壊の早期復旧と再発防止のための対策を講じられたい
２　美里町笹舘地区周辺における出来川の越水対策を講じられたい
３　�出来川氾濫による流入水で影響を受けた施設復旧においては、地元負担の軽減を図

られたい
４　田尻川、美女川について、治水対策を講じられたい
５　名

な

鰭
びれ

越流堤の機能強化を図られたい

大雨被害に関する要望書

豪雨災害調査特別
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地域おこし協力隊が町をＰＲ

７月会議
７月25日

新築　工事始まる
不動堂放課後児童　クラブ

《主な歳出》
•地域おこし協力隊設置事業
　  49万円
•敬老事業　  △2299万円
•農業経営安定支援事業
　  3903万円
•畜産経営安定支援事業
　  1074万円
•中小企業経営安定支援事業
　  4228万円

《主な歳入》
• 新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金　  9218万円
• 新型コロナウイルス感染症対応事業

者支援市町村補助金　  1100万円

　
７
月
会
議
で
は
、
補
正
予
算
や
契
約
の
締
結
な
ど
２
議

案
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
要
旨
）　
１
億
９
０
０
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
１
１
１
億
４
０
７

２
万
円
と
し
ま
し
た
。

賛
成
10
反
対
２（
可
決
）

質
疑

敬
老
式

�

敬
老
を
祝
う
会
は

問　
高
齢
者
地
域
支
え
合
い

活
動
の
内
容
は
。

答　
新
た
に
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
宅
を

訪
問
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
敬
老
祝
い
品
を
渡
す
事

業
で
あ
る
。

　

ま
た
、
敬
老
式
、
敬
老
を

祝
う
会
は
、
前
年
度
同
様
中

止
と
し
、
敬
老
祝
い
金
の
支

給
は
対
象
者
へ
の
口
座
振
込

で
実
施
す
る
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設

置
事
業
の
印
刷
製
本
費
の
内

訳
は
。

答　
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
協
力
隊
員
４
人
の
活
動
内

容
な
ど
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
て
き
た
が
、
カ
ラ
ー

印
刷
２
つ
折
り
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
だ
よ
り
を
作
成
し
、

年
５
回
全
戸
配
布
す
る
。

　

町
の
魅
力
や
移
住
定
住
の

補
助
金
制
度
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す

る
、
カ
ラ
ー
印
刷
３
つ
折
り

協
力
隊
だ
よ
り
発
行

の
移
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
東
京
有
楽
町
ふ
る
さ

と
回
帰
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
宮

城
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
に
配
布
す
る
。
ま
た
、

訪
れ
た
方
に
協
力
隊
が
勧
め

る
飲
食
店
、
物
産
品
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
案
内
す
る

町
歩
き
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

お
土
産
品
の
魅
力
を
写
真
と

と
も
に
紹
介
す
る
お
土
産
カ

タ
ロ
グ
を
各
１
０
０
０
部
作

成
し
、
町
外
の
方
へ
の
Ｐ
Ｒ

に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
学
校
で
の
環
境
教
育

問　
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

借
上
料
の
内
容
は
。

答　

３
つ
の
新
規
事
業
で
、

１
つ
は
子
ど
も
達
へ
の
出
前

授
業
で
行
う
環
境
教
育
、
２

つ
目
は
、
学
校
施
設
で
稼
働

の
多
い
教
室
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

10
年
間
リ
ー
ス
で
実
施
す
る

事
業
、
３
つ
目
が
学
校
施
設

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

自
然
由
来
の
電
力
を
活
用
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
事
業
で
あ
る
。

　

環
境
教
育
事
業
は
、
全
て

の
小
学
校
で
行
う
。
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
事
業
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
事
業
、
太
陽
光
を
活
用
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間

事
業
者
提
案
制
度
で
の
条
件

付
採
択
に
よ
り
実
施
す
る
。

小
牛
田
小
学
校
、
不
動
堂
小

学
校
、
南
郷
小
学
校
を
モ
デ

ル
校
と
し
実
施
・
検
証
を
行

う
。
ほ
か
の
施
設
で
の
導
入

は
今
後
検
討
す
る
。
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工事が始まった不動堂児童クラブ

好天でにぎわった土田畑ライトマルシェ

新築　工事始まる
不動堂放課後児童　クラブ

※すべての議案の賛否一覧は美里町公式ホームページに掲載しています。

意見が分かれた議案の賛否一覧
■令和４年度７月会議

議
案
番
号

　議員氏名　

　議案名

赤
坂
芳
則

平
吹
俊
雄

吉
田
二
郎

山
岸
三
男

柳
田
政
喜

伊
藤
牧
世

藤
田
洋
一

櫻
井
功
紀

鈴
木
惠
悦

前
原
𠮷
宏

佐
野
善
弘

村
松
秀
雄

鈴
木
宏
通

賛

成

反

対

審
議
結
果

議案第７号 令和４年度美里町一般会計補正予算（第８号） × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 10 2 可決

○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。議長は表決に加わりません。

問　
農
業
経
営
安
定
支
援
金

の
対
象
作
物
は
。
ま
た
、
畜

産
経
営
安
定
支
援
金
の
単
価

と
交
付
時
期
は
。

答　

対
象
作
物
は
、
水
稲
、

麦
、
大
豆
、
施
設
園
芸
、
果

樹
で
あ
る
。

　

畜
産
経
営
安
定
支
援
金
の

交
付
単
価
の
根
拠
は
、
配
合

飼
料
３
年
度
工
場
渡
し
平
均

単
価
と
国
の
価
格
安
定
制
度

で
の
補
填
に
１
ト
ン
当
た
り

約
４
千
円
の
差
額
が
あ
る
。

生
産
に
必
要
な
年
間
飼
料
数

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

�

感
染
症
対
策
は

量
を
繁
殖
牛
１
ト
ン
、
肥
育

牛
を
３
ト
ン
、
乳
用
牛
３
・

７
ト
ン
と
し
、
そ
れ
に
差
額

分
４
千
円
と
頭
数
を
乗
じ
て

算
出
し
た
。
８
月
以
降
順
次

必
要
な
手
続
き
を
し
て
交
付

す
る
。

問　
観
光
回
復
支
援
事
業
の

業
務
の
委
託
先
は
。

答　
交
流
の
森
・
交
流
館
の

コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
業
務
は
指

定
管
理
者
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
を
想
定
、
駅

前
の
周
遊
コ
ン
テ
ン
ツ
は
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
想
定
し
入
札

な
ど
の
手
続
き
を
行
う
。

（
要
旨
）　
入
札
後
審
査
郵
送

方
式
及
び
総
合
評
価
落
札
方

式
に
よ
る
条
件
付
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
、
石
堂
建
設
株

式
会
社
と
２
億
２
４
９
５
万

円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
不
動
堂
小

学
校
敷
地
内
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
施
設
を
新
築
す
る
も

の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

不
動
堂
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
新
築
工
事
契
約

質
疑

広
さ
は
十
分
か

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

な
ぜ
２
階
建
て
か
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
対
策
は
ど
う
か
。

答　
１
ク
ラ
ス
40
人
４
ク
ラ

ス
合
計
１
６
０
人
規
模
に
な

り
、
敷
地
、
コ
ス
ト
な
ど
を

考
慮
し
２
階
建
て
で
あ
る
。

　

設
備
面
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

は
、
換
気
設
備
の
設
置
、
手

洗
い
の
自
動
水
栓
、
ほ
か
に

多
目
的
室
を
設
け
て
い
る
。
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一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

赤
坂　
芳
則　

�
��

19

①
新
中
学
校
整
備
の
再
検
討
を

②
豪
雨
災
害
と
今
後
の
防
災
対
策
は

吉
田　
二
郎　

�
��

20

①
側
溝
に
蓋
を
掛
け
道
路
幅
を
広
く

②
避
難
所
と
な
る
施
設
の
見
直
し
を

伊
藤　
牧
世　

�
��

21

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
を
早
急
に

②
学
校
内
屋
外
プ
ー
ル
の
必
要
性
は

佐
野　
善
弘　

�
��

22

①	

出
来
川
、
美
女
川
の
災
害
対
策
は

②	

少
人
数
学
級
と
少
人
数
指
導
の
導
入

は

平
吹　
俊
雄　

�
��

23

①
財
政
健
全
化
計
画
の
達
成
状
況
は

②
出
生
率
の
向
上
、
定
住
促
進
は

山
岸　
三
男　

�
��

24

①
７
月
大
雨
災
害
支
援
策
は

柳
田　
政
喜　

�
��

25

①
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
遅
延
は

②
７
月
豪
雨
災
害
で
の
通
行
止
め
は

　
９
月
６
日
か
ら
７
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
７
人
の
議
員
が
、
豪
雨
災
害
や
防
災
対
策
、

新
中
学
校
建
設
な
ど
に
つ
い
て
18
項
目
に
わ
た
り
、
町

の
方
針
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
一
般
質
問
は
12
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ
　
…
２6

　

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問

を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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赤 坂 芳 則

一般質問

新中学校整備の再検討を

〈町長〉検討する考えは無い

豪
雨
災
害
と
今
後
の
防
災
対
策
は

〈
町
長
〉
強
く
県
に
要
望
す
る

問　
３
月
議
会
で
50
億
９
７

９
９
万
円
の
「
新
中
学
校
整

備
事
業
」
が
可
決
さ
れ
た
が
、

議
会
全
員
協
議
会
で
新
た
に

１
億
６
０
０
０
万
円
を
追
加

す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
厳
し

い
町
財
政
の
中
、
学
校
建
設

に
こ
れ
以
上
町
の
負
担
を
増

や
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。
規
模
の
縮
小
や
内
容
の

見
直
し
を
再
検
討
す
べ
き
で

は
。

町
長　
規
模
の
縮
小
や
内
容

の
見
直
し
を
検
討
す
る
考
え

は
無
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
大

流
行
、
食
中
毒
発
生
や
大
震

災
、
豪
雨
災
害
な
ど
を
想
定

し
危
険
分
散
の
た
め
に
も
、

再
度
南
郷
中
学
校
存
続
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

町
長　
こ
の
こ
と
か
ら
南
郷

中
学
校
の
存
続
を
検
討
す
る

考
え
は
無
い
。

問　
「
新
中
学
校
開
校
準
備
委

員
会
」
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
通
学
検

討
部
会
」
で
は
ど
の
程
度
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
通
学
の
問
題
に
つ

い
て
は
大
分
心
配
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ま

だ
詳
細
の
検
討
は
行
っ
て
い

な
い
。

問　
７
月
15
日
か
ら
の
豪
雨

に
よ
る
本
町
で
の
家
屋
や
商

工
業
、
農
業
の
被
害
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

８
月
15
日
時
点
で
、

床
上
浸
水
11
件
、
床
下
浸
水

21
件
、
商
工
関
連
被
害
額
が

３
０
０
万
円
、
農
業
関
連
被

害
額
が
４
億
７
６
１
９
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

問　
危
険
地
域
へ
の
通
知
や

水
没
し
た
地
域
に
対
す
る
避

難
対
策
は
万
全
だ
っ
た
か
。

町
長　
防
災
無
線
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。
ま

た
職
員
、
消
防
団
及
び
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
見
回
り
を

実
施
、
直
接
避
難
を
呼
び
か

け
、
自
宅
に
戻
れ
な
い
世
帯

に
つ
い
て
は
町
が
借
り
上
げ

た
宿
泊
施
設
を
避
難
所
と
し

て
活
用
し
生
活
再
建
の
支
援

を
行
っ
た
。

問　
今
後
想
定
さ
れ
る
震
災

や
豪
雨
災
害
に
対
す
る
防
災

対
策
や
避
難
所
な
ど
の
見
直

し
は
必
要
な
い
の
か
。

町
長　
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
随
時
検
討
し
て
い
く
。
避

難
所
に
つ
い
て
は
災
害
の
規

模
や
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
都

度
適
切
な
避
難
所
を
開
設
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
姥
ヶ
沢
地
区
の
出
来
川

が
越
流
し
た
場
所
は
地
盤
が

低
く
ク
ラ
ン
ク
し
て
い
る
他

に
ク
ル
ミ
の
木
が
水
路
を
ふ

さ
い
で
い
る
。
早
急
に
対
策

を
す
べ
き
で
は
。

町
長　
８
月
25
日
に
県
議
会

建
設
企
業
委
員
会
と
県
土
木

部
長
、
北
部
土
木
事
務
所
が

現
地
調
査
の
際
、
ク
ラ
ン
ク

の
問
題
、
県
道
の
低
い
問
題
、

樹
木
の
伐
採
も
含
め
て
強
く

要
望
し
た
。

問　
鳥
谷
坂
地
区
に
至
る
出

来
川
下
流
の
堤
防
強
化
と
川

中
の
木
、
土
砂
の
取
り
除
き

な
ど
、
県
に
強
く
要
望
す
べ

き
で
は
。

町
長　
県
で
も
重
要
視
し
て

進
め
て
い
る
。
二
度
と
こ
の

よ
う
な
事
態
が
な
い
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
く
。

大木が生い茂る姥ヶ沢地域
の出来川

造成が進む新中学校予定地
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吉 田 二 郎

一般質問

出来川越水で被災した姥ヶ沢地域

側溝蓋が必要な下小牛田線

側
溝
に
蓋
を
掛
け
道
路
幅
を
広
く

〈
町
長
〉
場
所
に
よ
り
可
能
で
あ
る

避難所となる施設の見直しを

〈町長〉適切に開設できるよう努める

問　
町
道
下
小
牛
田
線
は
幅

員
が
狭
く
、
す
れ
違
い
が
難

し
い
た
め
、
待
避
所
が
何
か

所
か
あ
る
。
側
溝
に
蓋
を
し

て
道
路
幅
を
広
く
で
き
な
い

か
。

町
長　
道
路
側
溝
に
蓋
を
掛

け
る
こ
と
で
道
路
を
よ
り
広

く
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
、
場
所
に
よ
っ
て
可

能
で
あ
る
。

問　
こ
の
道
路
は
、
夏
季
は

草
が
伸
び
、
雪
の
多
い
時
期

は
側
溝
が
判
ら
な
く
脱
輪
す

る
人
も
い
る
。
蓋
を
掛
け
る

計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長　
下
小
牛
田
線
の
側
溝

は
、
蓋
が
側
溝
の
中
に
き
ち

っ
と
収
ま
る
構
造
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
構
造
上
蓋
を

掛
け
づ
ら
い
場
所
で
あ
る
。

優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
通

行
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
、
順
次
蓋
掛
け
に
関

し
て
考
え
て
い
く
。

問　
町
道
下
小
牛
田
中
通
線

の
改
良
工
事
は
、
圃
場
整
備

事
業
が
完
了
次
第
と
聞
い
て

い
る
が
、
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。

町
長　
６
年
度
か
ら
圃
場
整

備
事
業
で
、
一
部
事
業
に
つ

い
て
実
施
す
る
。

問　
道
路
の
幅
員
と
延
長
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

町
長　
計
画
幅
員
は
５
メ
ー

ト
ル
で
、
計
画
延
長
は
２
５

７
８
メ
ー
ト
ル
の
予
定
で
あ

る
。

問　
本
町
の
７
月
15
日
か
ら

16
日
に
か
け
て
の
大
雨
の
降

水
量
は
い
く
ら
か
。

町
長　
町
内
に
は
雨
量
計
は

な
い
が
、
大
崎
市
古
川
で
２

９
５
・
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

大
崎
市
鹿
島
台
で
２
５
１
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
観
測
し
て
い
る
。

問　
以
前
は
雨
量
計
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
無
く

な
っ
た
の
か
。

町
長　
平
成
28
年
度
か
ら
５

年
間
契
約
し
て
い
た
。
現
在

は
国
、
県
、
気
象
庁
と
情
報

を
有
す
る
機
関
の
連
携
強
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
の
気
象
情
報
も
無
料
で

提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
契
約

を
終
了
し
た
。

問　
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況

は
。

町
長　
４
年
８
月
15
日
現
在
、

住
宅
被
害
床
上
浸
水
11
件
、

床
下
浸
水
21
件
で
あ
る
。
農

業
関
連
は
、
現
在
継
続
調
査

中
で
あ
る
が
、
農
作
物
の
冠

水
、
浸
水
面
積
が
７
５
３
・
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
額
４
億
７

６
１
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
道
、
公
園
な
ど
の
被
害

は
、
北
浦
荻
埣
線
と
平
針
高

城
線
で
路
肩
崩
れ
、
蜂
谷
森

公
園
で
、
の
り
面
崩
れ
が
発

生
し
被
害
額
は
合
計
１
２
３

０
万
円
で
あ
る
。

問　
大
雨
に
な
る
と
常
に
被

害
の
出
る
場
所
が
決
ま
っ
て

い
る
。
水
路
や
避
難
所
と
な

る
施
設
を
、
も
う
一
度
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
避
難
所
と
な
る
施
設

は
、
災
害
の
規
模
や
種
類
に

よ
り
開
設
す
る
避
難
所
を
決

定
す
る
の
で
、
そ
の
都
度
適

切
な
避
難
所
開
設
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
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伊 藤 牧 世

一般質問

学校内屋外プールの必要性は

〈教育長〉充実した授業のためである

ＩＣＴ支援員配置を早急に

〈教育長〉国、県へ要望していく
問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
メ
リ
ッ

ト
に
あ
る
教
員
の
校
務
効
率

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
現
状
を
把
握
し
て
い
る

か
。

教
育
長　
効
率
化
ま
で
至
っ

て
い
な
い
。
教
師
の
業
務
軽

減
の
検
証
は
し
て
い
な
い
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
上
の

ル
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
は
。

教
育
長　
児
童
生
徒
、
保
護

者
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
周
知
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
ソ
フ
ト
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
学
習

に
関
係
の
な
い
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
、
安
全

に
使
い
こ
な
す
た
め
の
教
育

指
導
は
。

教
育
長　

学
校
で
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
、
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル

教
育
を
し
て
い
る
。
保
護
者

理
解
も
大
事
と
考
え
て
い
る
。

問　
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
状

況
は
。

教
育
長　
２
年
度
に
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
そ
の
後
は
配
置
し
て
い

な
い
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
必
要

で
あ
る
。
各
校
に
配
置
し
、

児
童
生
徒
や
教
員
の
た
め
に

も
早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

教
育
長　
教
育
長
連
絡
協
議

会
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
国
の
基
準
法
の
中

で
、
県
及
び
全
国
に
も
間
口

を
開
く
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

問　
町
内
に
屋
内
温
水
プ
ー

ル
が
あ
り
、
現
在
も
学
校
授

業
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
新

中
学
校
内
に
温
度
・
水
温
・

水
質
管
理
の
難
し
い
屋
外
プ

ー
ル
設
置
を
行
う
必
要
性
は

あ
る
の
か
。

教
育
長　
学
校
内
に
プ
ー
ル

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
充
実
し
た
水
泳
の
授
業

を
行
う
た
め
で
あ
る
。

問　
屋
外
プ
ー
ル
で
は
、
風

や
土
ぼ
こ
り
、
虫
の
混
入
対

策
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

40
度
近
く
気
温
が
上
が
る
中
、

屋
根
も
な
い
の
は
非
常
に
危

険
で
不
安
だ
が
対
策
は
。

教
育
長　
で
き
る
時
に
授
業

を
や
る
。
細
か
い
管
理
は
管

理
基
準
に
基
づ
き
、
操
作
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
も
作
成
し
行

う
。

問　
年
間
数
時
間
の
水
泳
授

業
を
考
え
る
と
、
南
郷
プ
ー

ル
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
え

な
い
距
離
で
は
な
い
た
め
、

建
設
費
用
を
削
減
し
、
別
の

と
こ
ろ
に
充
当
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
南
郷
プ
ー
ル
の
有

効
利
用
の
必
要
も
あ
る
が
、

移
動
時
間
を
含
め
る
と
１
回

当
た
り
３
時
間
使
う
の
で
、

自
校
に
設
置
し
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
が
子
ど
も
の
た
め

に
な
る
と
考
え
た
。
実
際
活

動
で
き
る
授
業
時
間
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ICT支援員を各学校に

安全安心な水泳授業を
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佐 野 善 弘

少人数学級と少人数指導の導入は

〈教育長〉県教育委員会と継続的に協議

出来川、美女川の災害対策は

〈町長〉県に要望を継続して行う

一般質問

問　
７
月
15
日
の
大
雨
に
よ

る
被
害
状
況
は
。

町
長　
住
宅
被
害
は
、
床
上

浸
水
11
件
、
床
下
浸
水
21
件

で
あ
る
。
農
作
物
被
害
は
、

大
豆
５
３
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

水
稲
１
９
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

馬
鈴
薯
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
稲

発
酵
粗
飼
料
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

そ
の
他
の
野
菜
な
ど
で
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
被
害
と
な
り
、

被
害
額
は
４
億
７
６
１
９
万

円
で
あ
る
。

問　

出
来
川
の
災
害
対
策
、

美
女
川
流
域
の
災
害
対
策
は
。

町
長　
鳥
谷
坂
地
区
、
笹
舘

地
区
に
お
け
る
出
来
川
の
災

害
対
策
、
中
埣
地
区
の
美
女

川
流
域
の
災
害
対
策
は
、
河

川
を
管
理
す
る
宮
城
県
に
要

望
を
継
続
し
て
行
う
。

問　
美
女
川
流
域
の
排
水
対

策
の
検
討
を
。

町
長　
あ
ふ
れ
た
水
を
側
溝

を
使
っ
て
美
女
川
の
下
流
に

流
す
と
い
う
方
法
も
検
討
し

て
い
る
。
原
因
は
、
美
女
川

の
増
水
な
の
で
、
改
良
区
と

連
携
を
取
り
治
水
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

問　
新
中
学
校
整
備
に
つ
い

て
、
造
成
工
事
の
進
行
状
況
、

建
設
工
事
の
予
定
は
。

町
長　
現
在
、
軟
弱
地
盤
改

良
工
と
土
工
を
並
行
し
て
進

め
て
い
る
。
設
計
業
務
を
完

了
後
、
５
年
７
月
を
目
途
に

建
設
工
事
を
開
始
し
、
７
年

２
月
の
竣
工
に
向
け
て
工
事

を
進
め
て
い
く
。

問　
新
中
学
校
開
校
準
備
委

員
会
の
概
要
と
開
催
状
況
、

進
行
状
況
は
。

教
育
長　
現
在
ま
で
代
表
者

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
通
学
検
討
部
会
、

学
校
運
営
教
育
課
程
検
討
部

会
で
そ
れ
ぞ
れ
３
回
、
総
務

検
討
部
会
で
６
回
会
議
を
開

催
し
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　

少
人
数
学
級（
30
人
未

満
学
級
）の
編
成
と
少
人
数

指
導
の
導
入
の
進
行
状
況
は
。

教
育
長　
県
教
育
委
員
会
と

継
続
的
に
協
議
を
重
ね
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
内
容
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
状
況
に

至
っ
て
な
い
。

問　
就
学
援
助
制
度
の
見
直

し
の
内
容
、
経
過
は
。

町
長　
準
要
保
護
世
帯
の
認

定
基
準
を
生
活
保
護
世
帯
の

認
定
基
準
の
１
・
３
倍
に
し

よ
う
と
教
育
長
と
協
議
を
し

て
い
る
。
予
算
も
７
０
０
万

円
以
上
要
す
る
見
込
み
で
、

今
後
教
育
委
員
会
と
協
議
を

し
な
が
ら
考
え
る
。

大雨時通行止めになる県道（中埣地区）

少人数指導で基礎学力の習得を
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平 吹 俊 雄

財政健全化計画の達成状況は

〈町長〉国の補正で計画額より増加

便利な収納方法を

一般質問

出生率の向上、定住促進は

〈町長〉一つ一つ着実に対策を講じていく

問　
３
年
度
の
第
４
次
美
里

町
財
政
健
全
化
計
画
の
達
成

状
況
は
。

町
長　
歳
入
は
計
画
よ
り
増

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な

要
因
は
、
普
通
交
付
税
、
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
補
助
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
で
あ

る
。

　

歳
出
も
増
と
な
っ
て
お
り

主
な
要
因
は
、
公
共
施
設
整

備
基
金
積
立
金
、
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
な

ど
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
の
差
が
大
幅
な

増
と
な
っ
た
要
因
は
普
通
交

付
税
３
億
５
３
２
４
万
円
の

増
、
地
方
消
費
税
交
付
金�

６
８
８
０
万
円
の
増
で
あ
る
。

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
普
通

交
付
税
交
付
額
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

係
る
事
業
費
の
増
な
ど
の
状

況
変
化
を
受
け
て
計
画
額
よ

り
も
増
加
と
な
っ
た
。

問　
町
税
の
徴
収
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長　
町
税
の
徴
収
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
口
座
振
替
の
勧
奨
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
収
納
の
実
施
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
収
納
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を

実
施
し
、
納
税
者
の
利
便
性

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問　
本
町
の
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
出
生
率
の
向
上
、

定
住
促
進
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
長　
出
生
率
の
向
上
、
定

住
化
は
、
一
概
に
言
え
な
い

難
し
い
課
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。
本
町
で
は
統
計
上
毎
日

１
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
３

日
に
１
人
が
生
ま
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
そ
れ
を
改
善

す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
魅
力
を
生
み
出
す
施

策
、
若
者
が
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
、
若
者
が
定
住
す

る
住
宅
づ
く
り
な
ど
、
非
常

に
重
く
難
し
い
課
題
で
あ
り
、

一
つ
一
つ
着
実
に
今
後
の
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

過去５年の人口などの推移

年
７月１日基準 自然動態 社会動態

人口 生産年齢
人口 出生数 死亡数 増減 転入 転出 増減

29 24,803 13,815 143 342 △199 725 794 △69

30 24,658 13,586 138 352 △214 811 707 104

1 24,490 13,331 122 354 △232 785 755 30

2 24,248 13,044 98 346 △248 679 613 66

3 23,971 12,771 111 394 △283 594 679 △85

4 23,589 12,468 集計方法　１月から12月までの暦年
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山 岸 三 男

７
月
大
雨
災
害
支
援
策
は

〈
町
長
〉
県
の
動
向
を
注
視
し
て
対
応

一般質問

問　
大
雨
災
害
で
の
人
的
被

害
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長　
人
的
被
害
の
確
認
は

さ
れ
て
い
な
い
。

問　
避
難
所
の
開
設
数
と
人

数
は
。

町
長　
７
月
16
日
、
本
小
牛

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
南
郷
庁
舎
の
２
カ
所
を
開

設
し
た
。
そ
の
後
、
同
日
に

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
る
び

あ
館
と
南
郷
中
学
校
に
そ
れ

ぞ
れ
変
更
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
17
日
か
ら
31

日
ま
で
宿
泊
施
設
を
避
難
所

と
し
て
借
り
上
げ
、
避
難
者

は
26
人
と
な
っ
た
。

問　
住
宅
な
ど
の
被
害
の
内

訳
は
。

町
長　
床
上
浸
水
被
害
が
11

件
、
そ
の
内
、
大
規
模
半
壊

１
件
、
中
規
模
半
壊
７
件
、

半
壊
３
件
で
床
下
浸
水
被
害

は
21
件
で
あ
り
、
全
て
一
部

損
壊
と
な
っ
て
い
る
。

問　
罹
災
、
被
災
証
明
申
請

の
発
行
数
は
。

町
長　
証
明
書
発
行
数
は
罹

災
証
明
書
が
33
件
、
被
災
証

明
書
が
16
件
で
あ
っ
た
。

問　
災
害
ご
み
受
け
入
れ
の

件
数
は
。

町
長　
８
月
15
日
ま
で
に
受

け
入
れ
た
件
数
は
１
８
３
件

で
あ
る
。

問　
床
上
浸
水
被
害
を
受
け

ら
れ
た
被
害
者
へ
の
支
援
策

の
考
え
は
。

町
長　
本
町
は
災
害
救
助
法

の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
た

め
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

や
住
宅
の
応
急
修
理
等
制
度

に
基
づ
く
被
災
者
へ
の
支
援

策
は
現
時
点
で
該
当
し
て
い

な
い
。
法
が
適
用
さ
れ
な
い

市
町
村
に
対
し
て
の
市
町
村

補
助
事
業
な
ど
今
後
の
県
の

動
向
を
注
視
し
て
対
応
し
て

い
く
。

問　
町
と
し
て
独
自
の
支
援

策
な
ど
の
検
討
や
考
え
は
な

い
か
。

町
長　
町
独
自
の
支
援
と
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
家
電
の
処

分
料
金
の
負
担
や
、
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
の
回
収
、
運
搬
、
処
分

を
す
べ
て
町
で
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
避
難
所
と
し
て
ホ

テ
ル
を
借
り
上
げ
る
支
援
を

行
っ
た
。

ボートで救出された住民

浸水により搬出された家財
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柳 田 政 喜

７月の豪雨により通行止めになった路線一覧

一般質問

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
遅
延
は

〈
町
長
〉
先
行
す
べ
き
事
例
が
発
生
し
た

７月豪雨災害での通行止めは

〈町長〉県道２カ所、町道11カ所

考
え
て
い
た
事
業
費
よ
り
も

事
業
費
が
増
大
し
た
。

　

ま
た
、
先
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
例
が
発
生
、
化

粧
坂
地
内
、
中
埣
地
区
で
の

漏
水
、
新
鳴
瀬
地
区
の
下
水

道
整
備
が
進
む
こ
と
に
伴
い
、

水
道
管
の
布
設
を
行
う
こ
と

と
し
た
た
め
、
都
合
３
年
計

画
を
延
期
し
た
。

問　
水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
住
民
の
方
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
で
あ
る
、
地
震

に
弱
い
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が

11
年
度
ま
で
残
る
の
は
不
安

だ
が
。

町
長　
多
く
の
懸
案
事
項
が

あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
、

期
待
に
応
え
る
よ
う
職
員
一

同
頑
張
っ
て
い
く
。

問　
７
月
の
豪
雨
災
害
で
通

行
止
め
と
な
っ
た
国
道
、
県

道
、
町
道
は
何
か
所
で
、
い

つ
か
ら
か
。

町
長　
国
道
の
通
行
止
め
は

無
か
っ
た
。
県
道
は
２
か
所
、

町
道
は
11
か
所
、
通
行
止
め

と
な
っ
た
。（
表
参
照
）

問　
誰
が
判
断
し
て
ど
の
よ

う
な
方
法
で
通
行
止
め
に
し

た
の
か
。

町
長　
建
設
課
の
職
員
が
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
、
走
行
が
不

能
で
あ
る
と
判
断
し
た
箇
所

に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど
を
置

い
て
通
行
止
め
に
し
た
。

問　
災
害
時
に
交
通
指
導
隊

も
交
通
整
理
を
し
て
い
た
が
、

消
防
団
同
様
雨
具
を
支
給
す

べ
き
で
は
。

町
長　

担
当
課
と
協
議
し
、

対
応
し
た
い
。

通行止め箇所 日　　時

県道
鹿島台高清水線、姥ケ沢地区 16日 午前５時
鹿島台高清水線、中埣地区 16日 午前５時10分

町道

駅東不動堂線 16日 午前２時20分
中埣幼稚園西線 16日 午前３時20分
旧遠田橋南線 16日 午前３時40分
美女川東線 16日 午前３時50分
田中前線 16日 午前９時20分
大柳幹線 16日 午前３時
菅野横道線 17日 午前９時
北村３号線 18日 午後２時40分
鳥谷坂２号線 18日 午前11時
青木川左岸堤塘道線 18日 午前10時
新なびれ１号線 18日 午後10時

問　
財
政
計
画
を
組
み
直
し
、

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
計

画
が
遅
延
と
の
こ
と
だ
が
、

な
ぜ
３
年
ま
で
延
び
て
、
11

年
度
ま
で
に
な
っ
た
の
か
。

町
長　
平
成
30
年
料
金
改
定

の
際
に
も
財
政
・
投
資
計
画

を
見
直
し
１
年
間
延
ば
し
た
。

そ
の
後
、
経
営
戦
略
の
見
直

し
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
更
新
、
障
害
物
に
よ
る

工
事
仕
様
変
更
、
国
道
１
０

８
号
線
の
更
新
で
は
、
国
か

ら
工
事
仕
様
変
更
さ
れ
当
初

遅延している布設工事
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一般質問一般質問
あ
れこ
れ

議会の活動 （６月会議から９月会議まで）
美里町議会（本会議） ４日
議会運営委員会 ３日
総務、産業、建設常任委員会 ５回
教育、民生常任委員会 ３回
議会活性化調査特別委員会 １回
豪雨災害調査特別委員会 ２回
議会活性化調査特別委員会
特別委員会・第１分科会 ３回

議会活性化調査特別委員会
特別委員会・第２分科会 ４回

議会だより編集特別委員会 ３回
全員協議会 ４回
県北地方町議会議長会研修会 １回
宮城県町村議会議長会
町村議会議員講座 １回

宮城県町村議会議長会
町村議会議員セミナー １回

宮城県後期高齢者医療広域連合議会（美里町選出議員）
議員全員協議会 １回
定例会 １回

大崎地域広域行政事務組合議会
議会運営委員会 １回
議員全員協議会 １回
臨時会 １回

件　　　　　名 提　　出　　者 受付年月日
不登校児童生徒に対して多様な学習機会の
確保のための経済的支援制度の確立を求め
る意見書の採択を求める要望書

NPO法人森の蘇り　きらめ樹宮城
代表者　松田　俊哉

４年
８月４日

令和５年度　理科教育設備整備費等補助金
予算計上についてのお願い

公益社団法人　日本理科教育振興協会
会長　大久保　昇

４年
８月29日

来年度（令和５年度）の年金改定では物価の高
騰に見合った年金額引き上げ求める陳情書

全日本年金者組合宮城県本部
執行委員長　小山　　功

４年
９月13日

※�陳情書とは、紹介議員のある請願書以外のものをいいます。

９
月
会
議
で
全
議
員
に
配
付

し
ま
し
た
。

陳
情
書
等
一
覧

伊
藤
　
牧
世

町
の
活
性
化
に
向
け
た

�

採
択
を

問　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
２

件
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案

事
業
を
採
択
ま
た
は
条
件
付

き
採
択
し
て
い
る
が
、
民
間

事
業
者
提
案
を
審
査
す
る
委

員
に
有
識
者
な
ど
の
必
要
は
。

町
長　
提
案
事
業
内
容
の
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
表
内

容
に
は
、
採
択
さ
れ
た
提
案

過
程
、
内
容
、
状
況
が
必
要

で
は
。

町
長　
ど
こ
ま
で
公
表
で
き

る
か
検
討
し
て
い
く
。

適
切
な
調
査
の
実
施
を

問　
教
育
に
関
す
る
満
足
度

調
査
で
事
業
成
果
を
上
げ
る

改
善
策
を
だ
す
必
要
か
ら
、

十
分
な
検
討
を
行
い
善
処
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　
十
分
な
対
象
者
の

選
定
や
設
問
内
容
の
精
査
が

必
要
で
あ
る
。
反
省
を
踏
ま

え
、
実
施
す
る
。

山
岸
　
三
男

県
発
行
予
防
ポ
ス
タ
ー

�

利
活
用
は

問　
県
で
は「
み
や
ぎ
Ｂ
Ａ・

５
対
策
強
化
宣
言
」
の
広
報

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

発
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

利
活
用
し
て
町
独
自
の
感
染

予
防
対
策
と
し
て
、
啓
蒙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
各
種
団
体
に

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
町
と
し
て
は
い
ろ
い

ろ
な
形
で
啓
蒙
啓
発
活
動
を

し
て
き
た
。
ア
レ
ン
ジ
し
な

が
ら
考
え
進
め
て
い
き
た
い
。

吉
田
　
二
郎

問　

駅
前
地
区
セ
ン
タ
ー
、

志
賀
町
住
宅
の
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
を
な
ぜ
今
す
る
の
か
。

町
長　
大
気
汚
染
防
止
法
及

び
石
綿
障
害
予
防
規
則
の
改

正
に
よ
り
、
４
年
４
月
１
日

以
降
に
着
工
す
る
一
定
規
模

以
上
の
解
体
、
改
造
、
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果
の
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

駅
前
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、

４
年
度
に
解
体
撤
去
工
事
、

志
賀
町
住
宅
は
、
５
年
度
に

外
壁
等
改
修
工
事
を
行
う
予

定
の
た
め
で
あ
る
。

問　
調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

町
長　
駅
前
地
区
セ
ン
タ
ー

で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
は
検
出
さ

れ
て
い
な
い
。
志
賀
町
住
宅

は
こ
れ
か
ら
調
査
の
予
定
で

あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
は

�

な
ぜ
今
な
の
か
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あれどうなってんのしゃあれどうなってんのしゃ

　農道御免沖線は道路の幅員
が狭く、生活道路としても使
用されるため、舗装工事が待
たれる状態でした。３年９月
会議分科会審査報告書で、議
会は町当局へ「道路などの維
持管理については計画どおり
推進されたい」と報告書を提
出しました。

　４年３月31日に道路改良工
事が完了しました。
　事業費は道路改良工事費 
１８６５万円です。

３年度関根地区（農道御免沖線）
道路改良工事
▶場所　関根字新苗代江地内

どうなった

道路の幅員が狭く、生活道路としても使用されるため、
舗装工事が待たれる状態でした

側溝や白線整備により安全安心が確保されました

令和３年９月の決算審査で意見を付した「その後」を報告します。
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●
新
中
学
校
用
地
が
、
軟
弱
地
盤
と
解
り
地
盤
沈

下
が
心
配
。	

（
53
歳
）

●
ク
イ
ズ
に
答
え
る
こ
と
で
、
議
会
だ
よ
り
を
読
み

返
す
こ
と
に
よ
り
、
関
心
を
持
ち
、
興
味
が
持
て

ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
た
め
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。	
　
（
62
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
1
人
の
写
真
で
な
く
、
数

多
く
の
人
が
良
い
と
思
う
。　	

（
74
歳
）

●
美
里
町
も
負
け
じ
と
コ
ロ
ナ
増
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
！
高
齢
な
自
分
、
基
本
を
守
り
日
々
生
活
し
て

い
き
た
い
で
す
。
毎
号
の
議
会
だ
よ
り（
広
報
）を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
町
に
貢
献
願

い
ま
す
。	

　
（
72
歳
）

●
だ
ん
だ
ん
歳
を
重
ね
、
免
許
返
納
を
考
え
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ
移
動
が
大
変
な
の
で
も

っ
と
良
く
な
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。	（
65
歳
）

●
議
員
が
注
意
喚
起
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
防
災
無
線
が
聞
き
取
れ
な
い
時
も
あ
る

の
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で

す
。	

（
52
歳
）

●
７
月
15
日
か
ら
の
大
雨
で
自
宅
脇
の
水
路
が
溢

れ
、
道
路
が
冠
水
し
ま
し
た
。
今
回
は
２
０
１
９

年
の
台
風
の
時
よ
り
も
ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
冠
水

し
て
、
通
行
止
め
に
な
っ
た
り
と
か
被
害
状
況
な

ど
情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
防
災

無
線
も
い
つ
も
内
容
が
聞
き
取
れ
ず
困
っ
て
い
ま

す
。	

（
49
歳
）

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
し
ま
し
た
。
早
く

治
ま
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。　	

（
70
歳
）

●
表
紙
の
水
遊
び
や
裏
ペ
ー
ジ
の
ポ
テ
ト
栽
培
圃

場
の
写
真
な
ど
大
変
素
晴
ら
し
い
。「
議
会
だ
よ

り
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る
。
編
集

後
記
は
、
た
だ
余
白
を
埋
め
る
記
事
で
は
な
い
。

今
回
の
文
章
は
時
期
に
合
致
す
る
素
晴
ら
し
い

内
容
で
、
短
文
な
が
ら
味
の
あ
る
読
み
が
い
の
あ

る
も
の
で
感
心
し
た
。
み
な
さ
ん
の
声
は
ハ
ガ
キ

や
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

傍
聴
者
の
声（
特
に
初
め
て
の
人
）も
載
せ
て
み
て

は
ど
う
か
？	

（
85
歳
）

●
夏
ら
し
く
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
男
の
子
の
表
紙

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
季
節
感
の
あ
る
表
紙

が
素
敵
で
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	

（
38
歳
）

●
地
震
災
害
、
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
が
い
つ
来
る

か
予
想
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
美
里
町
、

安
心
安
全
で
住
み
良
い
町
を
願
い
ま
す
。	（
67
歳
）

議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの

　

10
月
１
日（
土
）に
、
小
牛
田
保
育
所
で

運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
子
ど
も
達
は
元
気
い
っ

ぱ
い
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

表紙写真
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町内で活動している
団体を紹介します。第７回

ふれあいコーナー

皆さんで楽しんでいることは、
健康につながりますね。

Ｑ　活動をはじめたきっかけは？

Ａ　�　活動を始めて５年目になります。
　女性と比べて高齢男性の場合、集う場
がなかなかありません。男性も、カラオ
ケや世間話をしたり、体を動かす仲間が
いれば健康にも良く、皆さん楽しんでく
れるはずと考え、発案者が、駒米集会所
の改築を機会に「高齢男性集会所に全員
集合。みんなで楽しく遊ぼう」を合言葉
に始めました。

Ｑ　議会だよりの感想・議会に一言！

Ａ　�　議会だよりを拝読しておりますが、議
員皆さんの一生懸命さが伝わってきます。
これからも町民の声に耳を傾け、緊張感
のある議会を期待します。私達高齢者に
とって、毎日が健康で楽しく暮らせるこ
とが一番です。地域の皆さんで楽しんで
いますが、パークゴルフ場の整備やサー
クルを支援してくれる制度があると嬉し
いです。

Ｑ　活動内容をどうぞ！

Ａ　�　月４回、毎週月曜日に３時間程度の活動を
行っています。活動メニューは週ごとに「健康
麻雀」「街角散歩」「唄声サロン」「パークゴルフ」
など。ルールはみんなで楽しむことだけ。活動
参加費は１回当たり200円で珈琲やお菓子代
などに充てています。初めは男性だけでしたが、
女性の方々から「私達も混ぜてほしい」との声
が上がり、現在の会員は男女（66歳から90歳
まで）合計22人。街角散歩（３～４km位）と
パークゴルフは近隣市町へ足を運んで楽しんで
います。「月曜日が待ち遠しい」と声が聞こえ
てくるほどに地域に根差したサークルに育って
います。

駒米男爵倶楽部
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環境に配慮し再生紙を
使用しています。

発行／美里町議会　編集／議会だより編集特別委員会
〒987-8602　宮城県遠田郡美里町北浦字駒米13番地

TEL（0229）33-2118��FAX（0229）33-2402
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

検索GO！

応募方法
　ハガキまたはＥメールに答え、住所、
氏名、年齢、ご感想などを記入の上、
議会事務局までお寄せください。正解
者の中から抽選で５人に記念品を差し
上げます。

　　　あて先　
〒987−8602
美里町議会事務局　議会だより係
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

　　　締切日
　令和４年11月30日㈬（当日消印有効）
前号の当選者　おめでとうございます
　（応募26件、正解者26人）
　・大　町　龍　一　さん（中二郷１）
　・石　田　奈津子　さん（的場柳原）
　・渡　辺　恒　男　さん（志 賀 町）
　・辺　見　明　子　さん（二　　又）
　・佐々木　けい子　さん（上二郷１）
◎前号の答え
　（対策・４・６）

ク イ ズ

　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームページま
たは近代文学館や南郷図書館
でご覧になれます。

美里町公式ホームページ
（URL：https：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか

次回の会議 予定

12月13日（火）午前10時から
一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。

議会ライブ�YouTube�配信
会議の映像をYouTube配信しています。
ホームページからご覧になれます。

　

県
内
は
７
月
15
日
夜
か
ら
16
日
に

か
け
て
、
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
に

見
舞
わ
れ
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩

れ
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
出
来
川
堤
防
の

決
壊
や
越
水
に
よ
り
住
宅
の
床
上
・

床
下
浸
水
及
び
多
く
の
農
地
の
冠
水

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
会
議
が
９
月
６
日
か
ら
22
日

ま
で
の
17
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
物

価
高
騰
対
策
生
活
応
援
商
品
券
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
年
度
の
決
算
審
査
で
は
町
民

の
税
負
担
な
ど
を
財
源
に
し
、
町
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の

行
政
効
果
が
あ
り
、
経
済
効
果
を
町

民
に
も
た
ら
し
た
か
十
分
に
検
討
し

認
定
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一

日
で
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
う

だ
け
で
す
。�

（
吉
田　

二
郎
）

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
鈴
　
木
　
宏
　
通

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
佐
　
野
　
善
　
弘

　副
委
員
長
　
伊
　
藤
　
牧
　
世

　委
　
　
員
　
赤
　
坂
　
芳
　
則

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
惠
　
悦

　委
　
　
員
　
前
　
原
　
吉
　
宏

編
集
後
記

紅葉シーズン到来、陸羽東線

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

① 一般会計歳出は○○○億4108万円
② ９月会議は９月○日から22日まで

開かれました
③ 議員が町政を問う○○質問
　 ７人が18項目を質問しました

議会だより
No.72 ２０２２

令和４年11月１日
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